
生成ＡＩ研究校実践事例 
学校名 都立葛飾商業高等学校（全日制課程） 
学年 第１学年 教科等 公民科（公共） 

単元名 私たちと経済 国際経済の動向と格差の是正 

授業の概要 
企業の海外進出と産業の空洞化について学習し、どのようにすれば持続可
能な社会を実現できるか、生成ＡＩや近現代の思想を用いて考える。 

本時において生成ＡＩ
を活用する良さ 

（※初回授業は不要） 

・生成 AI を用いて資料や他者の意見の整理の効率化を図る。 
・生徒とは異なる立場の参考意見として生成ＡＩを活用し、考えの広がり

を促進する。 
 

 
本時の目標 
（1/10 時間） 

・企業の海外進出と産業の空洞化について理解する。 
・生成ＡＩとの対話を通じ、地域社会の多様な意見について理解する。 

 ●主な学習活動・生徒の活用 □生成ＡＩの活用 

本
時
の
流
れ 

 
導
入 

●本時の目標を確認する。 
●円安・円高について復習を行う。 
 ・円安と円高の輸出・輸入への影響を整理する。 
 ・2025 年、1995 年、2010 年の為替相場を確認する。 

 
 
 
 

 
 
展
開
① 

●生成ＡＩにより円高期の新聞記事の内容を要約する。 
 ・生成ＡＩに新聞記事の文を要約するように指示する。 
 ・要約文から、円高期の日本企業の海外進出を読み取る。 
●産業の空洞化と工場跡地の利用を考える。 
 ・産業の空洞化の用語をとらえる。 
 ・工場跡地の活用案を考え、統合型学習支援サービスのアン

ケートフォームに入力し、共有する。 

□新聞記事(電子版)をＡ
Ｉに入力し、１文で
要約させる。 

 
 
 

 
 
 
 
展
開
② 

●生成ＡＩにより別の視点での工場跡地利用の参考意見を生成
し、生徒自身の意見と異なる活用案を確認する。 

 ・生成ＡＩに工場跡地の条件とＡＩの立場(年齢設定等)を入
力し、工場跡地の活用案の参考意見を生成する。 

 ・生成された参考意見と自身の活用案を比較する。 
●生成ＡＩによる跡地の活用案を踏まえ、生成ＡＩに対して生

徒自身の活用案を推進したい旨の説得をグループ活動で試
み、生成ＡＩとの対話や班員との対話を通じ、多様な意見が
あることをとらえる。 

 ・グループになり、生成ＡＩの立場と活用案は継続設定さ
せ、生徒が考えた活用案(アンケートフォームに入力した活
用案)で納得するように生成ＡＩ上で説得を行う。 

  ※説得に対しては、理由をプロンプトに示し、行う。 

□生成ＡＩに跡地の条
件とＡＩの立場(年齢
設定等)を入力し、跡
地の活用案の参考意
見を生成する。 

□生成ＡＩの立場と活
用案は継続設定さ
せ、生徒の活用案で
の説得を行う。 

□グループ内の別生徒
の端末上の生成ＡＩ
に活用案の特色や地
域の特色を入力し、



   理由は、教科書や既習事項をもとに考える。 
また、グループ内の別生徒の端末上の生成ＡＩに活用案
の特色や地域の特色を入力し、説得するための参考意見
を生成し活用する。 

説得するための参考
意見を生成し活用す
る。 

 
 
 
ま
と
め 

●既習単元で各生徒がまとめた“政治とはなにか”という問いに
対するまとめを生成ＡＩに入力し、短文で集約する。 

・クラス全生徒のまとめの文を列挙し、短文にて集約するよう
生成ＡＩに指示する。 

・集約された文章を確認する。 
●多様な考えをもつ人がいる地域で、持続可能な社会をつくる

ためにはどうすればよいか、集約された文章と既習事項の近
現代の思想（J･S･ミルやハーバマスなど）を用い、整理す
る。 

□クラス全生徒のまと
めの文を列挙し、短
文にて集約するよう
生成ＡＩに指示す
る。 

 

 
 
 

 使用したプロンプト例 出力例 

１ 

新聞記事の文(約 900 文字) 
以上の文を１文で要約して
ください。 
その際は、「円高・円安」「企
業の変化」に着目してまと
めてください。 

〇〇社は円高を背景として、国内生産を削減し、中国、ブラジル、
米国での生産を拡大する計画を立てている。 
※〇〇は記事中の会社名 

２ 

場所：〇〇区 
時代：2020 年代 
工場跡地の大きさ：30,000
〜45,000 ㎡ 
ＡＩさんは 65 歳以上の高齢
者です。(その他、条件を任
意で追加) 
工 場 が 海 外 に移 転 し まし
た。跡地には何が建ってほ
しいですか。参考意見を複
数出してください。理由部
分は各々１文程度でお願い
します。 

工場跡地に建ててほしいものの参考意見をいくつか挙げますね。 
１コミュニティセンター 

高齢者が交流し、地域社会とのつながりを深めるための場所が必
要です。 

２医療クリニック 
高齢者が増える中、地域での医療サービスの充実が求められてい
ます。 

３シニア向けのフィットネス施設 
健康維持のために運動できる環境が重要です。 

４都市型農園 
自然とふれあい、趣味を楽しむことができる場所が欲しいです。 

５カフェやレストラン 
家族や友人とリラックスできる場所があると嬉しいです。 
 



６図書館や読書スペース 
静かに読書や学びの時間を過ごせる場所が必要です。 

７文化交流施設 
趣味や特技を活かし、地域の歴史や文化を学べる場所があれば素
晴らしいです。 

それぞれの施設は、高齢者の生活の質を向上させ、地域社会とのつ
ながりを強化するために役立ちます。 

３ 

ＡＩさんは、引き続きその
意見をもっている高齢者の
設定です。 
私は同じ〇〇区民の若者で
す。これからあなたを説得
します。 
私は、□□(複合商業施設な
ど)が建ってほしいです。な
ぜなら、理由(全世代が利用
でき、かつ複数店舗が入る
ため雇用の促進にもつなが
る)からです。 
意見がありましたら、教え
てください 

あなたの意見ももっともだと思います。複合商業施設が全世代に利
用され、雇用の促進につながるという点は素晴らしいですね。しか
し、65 歳以上の高齢者の視点からもいくつかの懸念があります。 
１騒音や混雑 

複合商業施設ができると、騒音や人の動きが多くなり、静かな環
境を好む高齢者には負担になるかもしれません。 

２アクセスの問題 
大型の複合商業施設は、その広さや階数によっては、高齢者にと
って移動が大変になる可能性があります。特に足腰が弱い高齢者
には、施設内での移動が負担になるかもしれません。 

３リラックスできるスペースの不足 
商業施設はどうしても消費活動が中心となるため、リラックスし
て過ごせるスペースが少ないことが懸念されます。 

４医療・福祉の充実が必要 
高齢者にとっては、健康や福祉に関連するサービスが近くにある
ことが非常に重要です。商業施設中心の開発では、そういったサ
ービスが後回しになる可能性があります。 

もちろん、これらの懸念を解消するために、複合商業施設内に高齢
者向けのサービスや静かなスペースを設けるなどの工夫があれば、
より多くの世代が満足できる場所になると思います。お互いの意見
を尊重し、地域全体にとって最善の選択ができるよう話し合いを続
けていきたいですね。 

４ 

※３の出力に対し 
騒音の懸念に対しては、利
用時間の制限や人が集まる
ことが想定される場所を施
設内部に設定するなど、ル
ールを設け対応できると思
います。 

確かに、騒音に関しては適切なルールや規制を設けることで一定の
対策が可能です。たとえば、営業時間を制限したり、特定の時間帯
には音量を抑えるようにしたりすることで、周囲の住民への影響を
軽減することができます。 
また、建物の設計や構造にも工夫を凝らすことで、騒音対策を強化
することができます。例えば、音を吸収する建材を使用したり、防
音壁を設置したりすることで、商業施設内外の騒音を抑えることが
できます。 
一方で、騒音だけでなく、他の懸念点についても考慮する必要があ



ります。高齢者にとっては、静かな環境だけでなく、以下のような
要素も重要です。 
１アクセスのしやすさ: 商業施設がどれだけ高齢者にとってアクセ

スしやすいか。例えば、エレベーターやエスカレーターの設置、
バリアフリー対応の通路などが必要です。 

２高齢者向けのサービス: 商業施設内に高齢者向けのサービスや施
設がどれだけ充実しているか。例えば、休憩スペースや医療施設、
健康食品を取り扱う店舗などがあると便利です。 

３移動の負担軽減: 広い商業施設内での移動が高齢者にとって負担
にならないように、休憩所やベンチの設置、カートや車椅子の貸
し出しなどのサービスがあると助かります。 

４社会的つながりの維持: 高齢者が地域社会とのつながりを維持で
きるような工夫も重要です。例えば、地域のイベントや活動が行
われるスペースを設けるなどが考えられます。 

商業施設がこれらの点に十分配慮して設計されるのであれば、高齢
者にとっても利用しやすく、地域全体にとって有益な施設になる可
能性があります。そのため、商業施設の計画を進める際には、地域
の高齢者の意見も積極的に取り入れていくことが重要です。 
いかがでしょうか？このような視点からも再度ご検討いただけれ
ばと思います。 

 
 
 

 本時において生成ＡＩを活用する上での配慮事項・ポイント 

１ 

生成ＡＩによる参考意見を通じ、多様な考えがあることに気づくよう促す。 
ただし、生成ＡＩは、あくまで生成ＡＩであり、参考意見を聞く際に設定した立場の代弁者では
ないことや、ハルシネーションを起こすことがあり、生成された意見は、参考としてとらえるよ
うに注意する。 
※本時は、多様な意見があることを生徒にとらえさせることを授業の中心においたため、次時以

降に都市マスタープラン等の資料をもとに、生徒の説得における論拠の精査や AI による生成
文章の精査を行う時間を確保する予定。 

 


